
　「こんにちは～」と大きな声で挨拶をしながら登場してくれた包國兄弟。長女の瑞歩ちゃんと長男の稟橙くんが、末っ子の莉瑚
ちゃんをずっと抱っこしてくれていました。家族のムードメーカーの次男、朔士くんは、お笑い担当 ！  取材中も両手を使って全力
の変顔をしてくれたり、モンスターの怖い声を披露してみんなを笑顔にしてくれました。
　そんな３人は莉瑚ちゃんにメロメロ ！  ご飯を食べさせてあげたり、お風呂に連れて行ってあげたりみんなが莉瑚ちゃんの傍から
離れる事がありません。母・昌代さんも「３人が莉瑚のお母さんみたい」と笑顔で話してくれました。
　でも、お手伝いはそれだけではありません。父・直樹さんが栽培しているトルコギキョウの出荷のお手伝いやハウスの準備もし
てくれて、お父さんも大助かりなんですって。しっかり者の包國兄弟、きっと将来は素敵なお父さんとお母さんになるのかな？ ？♪
　父・直樹さんと母・昌代さんは「沢山食べて遊んで笑って、元気に育って欲しい」と願っています。

モットーは
「どんな事も一度挑戦する」
佐藤 亮太さん（29）

　高校進学時に、将来について考えるようになった亮太さん。実家がスイカ農家という事もあり、最初は軽い気持ちで農業を
学べる高校に進学。スイカは重労働なので施設園芸について学んできて欲しいというご両親の勧めで、高校卒業後も農業大
学校へ進学し、野菜課を専攻しました。「最初は辛い仕事だなと感じていました。でも、作物が出来た時の喜びや嬉しさの方が
大きかったです」と話してくれました。
　大学卒業後は、４年間スイカを作りその後ピーマンに転作。今年で就農して10年目になり、現在は両親と３人でピーマン27
アールを栽培しています。
　ピーマンに転作した１年目は、家族全員が一からのスタートのため、管理方法や手入れの仕方などに苦労しました。枝の密集
が起こり、大きくなりすぎた実に気付かずに取り残しができる事も。その度に何度も試行錯誤し、ピーマンの収量増大を目標に
暇さえあればハウスへ行き、こまめに手入れを行う事を心掛けているそうです。
　そんな亮太さんが一番やりがいを感じる瞬間は、育てた作物を喜んでくれる事だといいます。「しんどさもあるけど、高校の時
の友達など買ってくれた人の喜んでいる顔を見ると、嬉しいしありがたい」と話してくれました。

赤野事業所
管内より

奈半利支所管内より

僕の名前は「むぎちゃ」だよ ！
むぎちゃくん（１）
飼い主：松本 秀子さん

　夏の暑～い時期にやってきたので名前は「むぎちゃ」な
んです ！ ！  普段はお家の中にいて、音の鳴るおもちゃを咥
えて走り回ることが日課の、やんちゃボーイ♪  この写真も
大好きな音の鳴るおもちゃを鳴らしている時に撮れたベスト
ショットです☆  チワワらしいうるうるとした目と「むぎちゃ色」
をした眉毛がとっても可愛いですね。
　一番の大好物は、ローソンに売っているペロペロキャン
ディーの形をした『ペロQ』のおやつです。袋を見た瞬間
大喜びなんですって。
　そんなむぎちゃくんは、家族がチワワ好きでどうしてもお迎
えしたかったそうです。
　今では、我が子のように可愛がっています。

かわいい妹にメロメロ♪
包國 瑞歩ちゃん（13）
　　 稟橙くん（11）
　　 朔士くん（７）
　　 莉瑚ちゃん（１）

かね くに　みず ほ

りん　と

さく　と

り　こ

安田支所管内より

いつかはマグロのような大物を
釣り上げたい
山本 克彦さん（59）

　昨年の秋に釣れたカジキとともに笑顔で写真に写る克彦さ
ん。カンパチやマハタを狙っていたらカジキが釣れ、家の前で
記念撮影をした時の写真を見せてくれました。
　元々、アユの友掛や磯釣りをしていた克彦さんですが、友
人と一緒に小型船舶一級免許を取得したのがきっかけで船を
購入し船釣りを始め、腕を上げてきました。今までで一番の大
物は、一日で釣り上げたカンパチ30㎏級と20㎏級だそうです。
「船釣りは大きい魚が釣れ引きの強さの楽しみや、魚の種類も
多いので食べても美味しい」と話してくれました。
　克彦さんは高校卒業後に園芸農業を始めて、令和元年には
高知県園芸品展示品評会の野菜部門において農林水産大臣
賞を受賞するなど、農業においても輝かしい成績を残していま
す。現在は、息子さん２人もナスを栽培しており、最新技術の
導入や農業所得向上に向けて奮闘しています。そんな息子さ
んとも船釣りに度々行くそうで、「いつかマグロのような大きな
魚を釣り上げたい」と趣味の釣りでの挑戦を楽しんでいます。

吉良川支所
管内より
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

安芸営農経済センター

安芸ユズ加工場

生産量日本一を誇る
青ユズ収穫始まる

「青ユズを楽しんでもらいたい」と収穫に励む千光士さん

青ユズスカッシュ

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
で
、
生

産
量
日
本
一
を
誇
る
青
ユ
ズ
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
安
芸
ユ
ズ

加
工
場
で
は
、
昨
年
同
様
約
30
万

玉
の
出
荷
を
予
定
。
今
年
は
７
月

か
ら
晴
天
が
続
き
日
焼
け
果
が

日
々
増
え
て
い
る
が
、
適
度
に
雨

が
降
っ
た
た
め
、
実
の
肥
大
や
品

質
は
上
々
。
収
穫
は
９
月
中
旬
ま

で
続
く
見
込
み
で
す
。

　

青
ユ
ズ
は
黄
ユ
ズ
に
比
べ
て
、

甘
み
を
抑
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香

り
が
特
徴
。
そ
の
ま
ま
輪
切
り
に

し
て
ド
リ
ン
ク
に
添
え
た
り
、
お

ろ
し
た
皮
や
果
汁
は
料
理
の
ア
ク

セ
ン
ト
と
し
て
爽
や
か
な
味
が
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
種
も
化
粧
品
な

ど
に
利
用
で
き
、
捨
て
る
部
分
は

ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。
同
地

区
で
は
昨
年
か
ら
２
人
増
え
、
15

人
の
生
産
者
が
青
ユ
ズ
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　

約
15
万
玉
を
出
荷
予
定
の
千
光

士
尚
史
さ
ん
は
「
青
ユ
ズ
、
黄
ユ
ズ

と
年
間
通
し
て
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
家
庭
で
使
う
ユ
ズ
は
捨
て

る
部
分
が
ほ
ぼ
無
い
の
で
、
色
々

な
形
で
ア
レ
ン
ジ
を
し
て
無
駄
無

く
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い

ま
す
。

安芸集出荷場吉良川支所

ＰＰバンドでかごバック作り青壮年部と児童が稲刈り

　

園
芸
女
性
部
安
芸
支
部
は
７
月

29
日
、
安
芸
市
の
安
芸
集
出
荷
場

で
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
Ｐ
Ｐ
バ
ン

ド
を
使
っ
た
か
ご
バ
ッ
グ
作
り
を

行
い
、
部
員
ら
15
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

清
遠
み
か
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

編
み
方
を
披
露
。
参
加
者
は
、
好

み
の
色
の
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
選
び
、

底
か
ら
側
面
、
取
っ
手
部
分
と
丁

寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

部
員
は
「
農
作
業
用
の
物
入
れ

と
し
て
使
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

思い思いのかごバックを作る部員

完成した着物を着て喜ぶ部員ら

　

女
性
部
安
芸
地
区
安
芸
支
部
は

８
月
８
日
、
あ
き
支
所
で
着
物
リ

メ
ー
ク
講
習
会
を
行
い
、
部
員
ら
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
の
小
松
愛
子
さ
ん
が
講
師

と
な
り
、
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
縫
い
方

を
披
露
。
参
加
者
は
、
自
宅
か
ら
持

ち
寄
っ
た
着
物
を
ほ
ど
い
て
採
寸
。

型
紙
で
型
を
取
り
、
チ
ュ
ニ
ッ
ク
や

Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

講
師
の
愛
子
さ
ん
は
「
着
物
を

持
っ
て
い
な
い
人
は
普
段
着
て
い
る

服
で
も
リ
メ
ー
ク
が
で
き
る
の
で
試

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地区本部

ナスの定植をする樋口専務㊧と丸田さん

　
（
株
）
ア
グ
リ
ー
ド
土
佐
あ
き
は

８
月
27
日
、
７
年
目
と
な
る
ナ
ス

の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
２

２
年
度
は
、
県
が
進
め
る
デ
ー
タ
連

携
基
盤
Ｉ
ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
導
入
。
気
象
、
環
境
、

出
荷
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
し
、
生
産
性
の
向
上
に
繋
げ

ま
す
。

　

２
０
２
２
園
芸
年
度
は
生
育
が

順
調
に
進
み
、
10
㌃
当
た
り
の
収

量
が
目
標
の
20
㌧
を
上
回
り
ま
し

た
。
23
園
芸
年
度
も
33
・
６
㌃
の

研
修
ハ
ウ
ス
で
10
㌃
当
た
り
収
量

20
㌧
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
担
い
手
育
成
と
し
て
研

修
生
２
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
の
樋
口
敦
勇
専
務
は
「
本

園
芸
年
度
は
Ｉ
ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
「
Ｓ

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
と
接
続
を
行
い
、

研
修
生
と
一
緒
に
共
有
し
て
栽
培

管
理
と
経
営
分
析
に
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
丸
田
大
河
さ
ん
は
「
ま

ず
は
基
本
を
忠
実
に
学
び
、
技
術

と
管
理
を
よ
り
奥
深
く
知
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
今
後

も
ア
グ
リ
ー
ド
土
佐
あ
き
で
は
、

ハ
ウ
ス
環
境
デ
ー
タ
の
新
し
い
通

信
方
法
の
実
証
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

あき支所

思い出の着物をリメーク

鎌で稲刈りをする児童

　

安
芸
地
区
青
壮
年
部
吉
良
川
支

部
は
８
月
２
日
、
管
内
の
田
ん
ぼ
で

地
元
児
童
と
も
ち
米
の
収
穫
に
励

み
ま
し
た
。

　

室
戸
市
立
吉
良
川
小
学
校
５
年

生
16
人
と
一
緒
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
吉
良
川
公
民
館
の
主
催
で

開
き
、
今
年
で
17
年
目
。

　

同
支
部
の
宇
賀
康
雄
支
部
長
は

「
子
ど
も
た
ち
に
田
植
え
や
収
穫

ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
実
際
に
見

て
触
れ
て
体
験
し
て
も
ら
う
事

で
、
お
米
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

取
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

早田節を削りオリジナルの出汁醤油ボトルを完成させた部員

　

女
性
部
安
芸
地
区
は
８
月
20
日

に
、「
女
性
部
と
き
め
き
学
園
」
で

大
人
の
遠
足
を
開
き
、
部
員
や
地

域
住
民
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
四
国
最
南
端
の
土
佐
清

水
市
な
ど
を
訪
れ
観
光
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た
」
や
直

販
所
で
の
買
い
物
や
伝
統
あ
る
節

納
屋
を
見
学
し
た
後
、
宗
田
節
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
汁
醤
油
ボ
ト
ル

を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
普
段

な
か
な
か
会
え
な
い
支
部
の
方
と

久
し
ぶ
り
に
会
え
て
話
に
花
が
咲

い
た
」
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大人の遠足で
部員との交流深める

アグリード土佐あき７年目へ
ＳＡＷＡＣＨＩの導入で「見える化」



し
て
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
礼
肥
の
施
用
】

　

礼
肥
は
今
年
の
樹
勢
回
復
、
冬
期
の
耐

寒
性
及
び
翌
春
の
新
梢
の
発
生
と
開
花
結

実
を
促
進
し
、
隔
年
結
果
是
正
へ
の
カ
ギ

と
な
る
の
で
必
ず
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
頃
ま
で
に
栽
培
暦
基
準

を
参
考
に
樹
勢
に
応
じ
て
施
用
量
を
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
、
11
月
と

乾
燥
が
続
い
た
場
合
肥
料
が
溶
け
き
れ
ず

効
果
が
弱
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
潅
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
夏
秋
梢
の
管
理
】

　

か
い
よ
う
病
や
そ
う
か
病
の
病
斑
の
つ
い

た
夏
秋
梢
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
垂

直
に
立
ち
上
が
っ
た
強
い
枝
は
樹
形
を
乱
す

の
で
基
部
か
ら
切
り
ま
す
。
斜
め
上
や
水

平
の
夏
秋
梢
を
予
備
枝
と
す
る
場
合
は
、

輪
状
芽
（
春
枝
と
夏
枝
の
境
）
を
残
し
て

切
り
ま
す
。
弱
い
夏
秋
梢
は
輪
状
芽
の
下

の
春
枝
ま
で
戻
っ
て
切
り
ま
す
。
樹
冠
拡

大
の
場
合
は
、
芽
の
充
実
し
た
所
で
切
り

返
し
ま
す
。

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

室
戸
支
所
０
８
８
７‐２
２‐０
２
６
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　 ナ

ス
栽
培
管
理

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
下司　貴史

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
渡辺　将平

【
仕
上
げ
摘
果
】

　

収
穫
果
実
の
品
質
の
向
上
を
目
的
と

し
、
小
玉
果
と
出
荷
に
向
か
な
い
果
実
を

落
と
し
て
い
く
と
収
穫
時
期
の
負
担
軽
減

や
効
率
的
な
作
業
が
で
き
ま
す
。

【
黒
点
病
】

　

黒
点
病
へ
の
対
策
は
枯
れ
枝
の
除
去
を

行
い
つ
つ
予
防
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
出
荷
予
定
日
と

農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
確
認
し
使
用
時
期

に
気
を
付
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
貯
蔵
病
害
】

　

収
穫
ま
で
に
ベ
フ
ト
ッ
プ
ジ
ン
や
ベ
フ
ラ

ン
等
の
農
薬
散
布
で
貯
蔵
病
害
の
予
防
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
布
後
、
累
計

降
雨
量
が
１
０
０
㎜
を
超
え
た
場
合
は
再

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
メ
ム
シ
類
】

　

近
年
、
果
実
の
着
色
期
に
ハ
ナ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
カ
メ
ム
シ
類
が
多
発
傾
向
で
す
。

ど
ち
ら
も
果
皮
の
吸
汁
痕
か
ら
腐
敗
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
発
生
に
注
意

　

温
州
み
か
ん
や
ユ
ズ
で
は
収
穫
間
近

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
品
質
向

上
を
目
指
し
、
最
終
の
摘
果
や
病
害

虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ

摘
果
・
病
害
虫
防
除

西
本　

典
矢

「
親
元
就
農
に
対
す
る
支
援
策
」に
つ
い
て

は
収
穫
時
に
１
芽
切
り
戻
し
に
し
ま
す
。

ま
た
、
各
主
枝
か
ら
出
る
下
位
１
〜
２

段
の
側
枝
は
、
１
果
収
穫
後
に
元
ま
で

切
り
戻
し
て
、
下
位
部
の
繁
茂
に
よ
る

品
質
の
低
下
（
赤
果
、
青
べ
た
果
）
や

病
害
虫
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】

　

ハ
チ
や
天
敵
の
導
入
を
考
慮
し
、
薬
剤

を
選
択
し
ま
す
。（
こ
よ
み
資
料
７
参
照
）

　

ナ
ス
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
の
対
策
で

は
、
芽
か
き
や
整
枝
な
ど
の
傷
口
か
ら

感
染
す
る
の
で
、
早
い
時
期
か
ら
ス
ク
レ

ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
セ
イ
ビ
ア
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

20
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
病
害

虫
予
防
と
し
て
畝
上
に
マ
ル
チ
を
設
置

し
た
場
合
、
株
元
の
風
通
し
が
よ
く
な

る
よ
う
隙
間
を
開
け
ま
し
ょ
う
。（
こ
よ

み
資
料
12
参
照
）

【
温
度
管
理
】

　

夜
間
の
最
低
気
温
は
12
℃
と
し
て
、

12
℃
を
下
回
り
始
め
る
11
月
ま
で
に
は

加
温
機
の
点
検
・
送
風
ダ
ク
ト
の
設
置

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
Ｃ
Ｏ
２
管
理
】

　

換
気
量
が
少
な
く
な
り
始
め
る
11
月

頃
か
ら
施
用
で
き
る
よ
う
、Ｃ
Ｏ
２
発
生
機

の
点
検
や
ダ
ク
ト
の
設
置
を
早
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。（
こ
よ
み
資
料
14
―

２
参
照
）

【
灌
水
・
追
肥
】

　

摘
芯
ま
で
は
成
長
（
葉
面
積
の
増
加
）

や
着
果
（
花
）
数
の
増
加
に
合
わ
せ
て

灌
水
量
と
追
肥
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う

（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
14
―

２
参
照
）。
灌
水
ム
ラ
は
根
腐
れ
に
よ
る

病
害
の
原
因
と
な
る
の
で
、
均
一
な
灌
水

が
で
き
て
い
る
か
確
認
・
調
整
し
ま
し
ょ

う
。
施
肥
は
追
肥
で
行
い
１
ヶ
月
あ
た
り

の
施
肥
量
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
チ
ッ
ソ

成
分
で
６
㎏
を
目
安
と
し
ま
す
。

【
整
枝
・
誘
引
・
光
環
境
】

　

主
枝
の
摘
芯
は
、
畝
上
1.2
ｍ（
９
〜
10

節
）
前
後
の
高
さ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

徒
長
し
て
節
間
が
伸
び
て
い
る
場
合
は
、

一
度
つ
り
糸
を
緩
め
て
樹
勢
を
落
ち
着
か

せ
て
か
ら
摘
芯
し
ま
し
ょ
う
。
第
１
分

枝
下
の
葉
は
、
第
1
主
枝
の
成
長
点
が

８
節
目
に
な
っ
た
頃
か
ら
２
〜
３
回
に
分

け
て
摘
葉
し
ま
す
。
本
葉
は
黄
化
し
た

葉
や
病
害
葉
だ
け
を
除
去
し
ま
す
。
赤

果
・
青
べ
た
果
の
発
生
防
止
の
た
め
、

二
重
内
張
り
は
あ
け
る
と
と
も
に
側
枝

　

病
害
初
発
の
時
期
で
す
。
青
枯

れ
病
や
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
が
発
生

し
た
場
合
は
、
根
元
か
ら
切
り
取

り
、
ハ
ウ
ス
外
に
持
ち
出
し
て
適
切

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

■
高
知
県
の
取
り
組
み

　

農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
リ
タ
イ
ヤ
や
後
継

者
不
足
等
に
よ
っ
て
農
業
経
営
体
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
減
少
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、
国
で

は
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
施
策
を
打
ち
出
し
、
積
極
的
に

新
規
就
農
者
確
保
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
や
市
町
村
で
も
各
々
独
自
の
支
援

策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
国
・
県
・
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
研
修
か
ら
就
農
・
経
営
継

承
ま
で
の
支
援
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
県
で
は
、
将
来
の
後
継

者
候
補
と
な
り
得
る
人
材
の
多
く
を
占
め
る

で
あ
ろ
う
農
家
子
弟
に
対
す
る
各
種
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、

親
元
で
就
農
す
る
場
合
に
活
用
で
き
る
国
と

県
の
支
援
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
技
術
・
知
識
習
得
（
研
修
）
の
支
援

①
農
業
大
学
校
や
地
域
の
農
家
の
元
で
研

修
を
受
け
て
か
ら
親
元
就
農
す
る
場
合
、

「（
国
）
就
農
準
備
資
金
＋（
県
）
高
知
県
担

い
手
支
援
事
業
」
が
活
用
で
き
ま
す
。
研

修
期
間
は
２
年
間
で
、
最
大
年
１
８
０
万
円

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
助
成
の
要
件
と
し
て
、

就
農
時
に
50
歳
未
満
の
方
で
あ
る
こ
と
、
農

業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
等
で
基
礎
研
修
を

受
講
す
る
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前

年
世
帯
所
得
６
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

と
い
う
所
得
要
件
も
あ
り
ま
す
。

②
親
元
で
研
修
を
行
う
場
合
は
、「
高
知
県

担
い
手
支
援
事
業
」
が
活
用
で
き
、
研
修

期
間
は
１
年
間
、
年
１
２
０
万
円
が
助
成
さ

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
の
事
業
で
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
親
族
（
３
親
等
内
）
の
元

で
の
研
修
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
国
の
事

業
の
よ
う
な
所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
す
で
に
就
農
さ
れ
て
い
る
方
で
基
礎
か
ら

勉
強
し
た
い
と
い
う
方
は
、
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
講
座

も
あ
り
ま
す
。
経
営
継
承
に
関
す
る
知
識

習
得
や
労
務
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
保
険

制
度
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
方
法
等
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
親
元
か
ら
独
立
ま
た
は

　

経
営
継
承
す
る
際
の
支
援

④
経
営
初
期
の
資
金
の
助
成
と
し
て
は
、

「（
国
）
経
営
開
始
資
金
」
が
あ
り
ま
す
。

支
援
期
間
は
最
長
３
年
間
、
年
１
５
０
万

円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
就
農
時
に
50
歳
未

満
の
方
で
あ
る
こ
と
、
前
年
世
帯
所
得
６
０

０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件
が
あ

り
、
加
え
て
、
親
か
ら
経
営
継
承
す
る
場

合
は
、
新
規
参
入
者
と
同
等
の
リ
ス
ク
の
あ

る
発
展
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
規
品
目
の
導

入
、
高
度
な
技
術
の
導
入
、
新
規
市
場
の

開
拓
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑤
令
和
４
年
度
か
ら
、
新
規
就
農
者
が
継

承
し
た
経
営
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

機
械
や
施
設
等
を
導
入
す
る
際
に
活
用
で

き
る
補
助
金
と
し
て
、「（
国
）
経
営
発
展

支
援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
補
助
率
は

国
１/２
、
県
１/４
、
上
限
１
０
０
０
万
円
（
経
営

開
始
資
金
対
象
者
は
上
限
５
０
０
万
円
）

と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
親
と
同
じ
品
目

で
就
農
し
て
い
る
場
合
で
も
対
象
と
な
り
ま

す
し
、
前
年
所
得
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
補
助
金
は
令
和
４
年
度
に
新

規
就
農
す
る
方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
さ
い
ご
に

　

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、
市
町
村

が
実
施
し
て
い
る
も
の
や
、
高
知
県
農
業
会

議
が
実
施
し
て
い
る
も
の
等
が
あ
り
、
そ
の

要
件
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。
も

し
、
ご
子
息
や
ご
親
戚
等
で
就
農
に
興
味

の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
又
は
室
戸
支
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高知県の農業経営体数の推移
（経営体）

農林業センサスより
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▼
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
県
内
の
農
業

を
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

ま
す
ね
。
若
手
の
想
い
を
地
域
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

▼
共
感
で
き
る
川
柳
で
す
ね
。
感
染
者
が
連

日
千
人
を
超
え
る
日
が
続
き
、
未
だ
終
息
の

兆
し
が
見
え
ず
不
安
で
す
ね
。
す
っ
か
り
根

付
い
た
マ
ス
ク
着
用
の
習
慣
。
マ
ス
ク
無
し
で

出
掛
け
ら
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

▼
ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
販
売

開
始
日
は
朝
か
ら
電
話
が
鳴
り
続
け
初
日
で

完
売
！  

毎
年
皆
さ
ん
か
ら
の
反
響
が
大
き

く
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
安
芸
市
の
野
菜

を
も
り
も
り
食
べ
て
、
厳
し
い
残
暑
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
、
新
し
く
農
業
を
始
め
た
人
達
の
こ
と

を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
「
輝
け
！  

新
農
人
」

は
、
農
業
の
良
さ
を
沢
山
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。「
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」

「
他
の
仕
事
に
比
べ
て
自
分
次
第
で
良
く
も
悪

く
も
動
く
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
と
魅
力
を
感
じ

る
」
な
ど
い
い
仕
事
だ
な
〜
と
読
み
な
が
ら
自

然
に
応
援
し
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

（
北
川
支
所
・
54
歳
）

マ
ス
ク
取
り
大
き
な
息
が
し
て
み
た
い
。

（
東
洋
支
所
・
88
歳
）

「
安
芸
市
の
野
菜
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
だ
便
」
を

注
文
！  

ピ
カ
ピ
カ
の
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
、
ト

マ
ト
な
ど
の
詰
め
合
わ
せ
に
大
満
足
。
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
♪

（
穴
内
事
業
所
・
33
歳
）

▼
ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

J
A

高
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
は
、
簡
単
に
作

れ
る
美
味
し
い
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
朝
早
く
こ
う
ぐ
り
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届

き
ま
し
た
。
開
け
て
び
っ
く
り
。
み
ず
み
ず

し
い
野
菜
、
カ
レ
ー
、
佃
煮
と
沢
山
入
っ
て
い

ま
し
た
。
当
選
し
た
事
に
喜
び
、
農
家
さ
ん

の
方
に
感
謝
し
何
を
作
っ
て
頂
こ
う
か
ウ
キ

ウ
キ
♪  

今
日
は
い
い
日
に
な
り
そ
う
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
洋
支
所
・
76
歳
）

広
報
の
つ
ぶ
や
き

「青ユズ」おすすめレシピ

税務相談日
令和４年10月19日（水）

あき支所３階会　　  場

「青ユズきざみうどん」

10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

青ユズは薄い輪切りにする。
油揚げはフライパンでカリッとするまで焼き、縦半分にして細
切りにする。
つゆをつくる。鍋にだしを入れ煮立たせ、みりん、しょうゆを
加えて、塩で調味する。
うどんを熱湯で温めて湯を切り器に分け入れてつゆを注ぐ。
ユズ、油揚げをのせる。

［１］
［２］

［３］

［４］

作り方

「青ユズスカッシュ」

青ユズを横半分に切り、果汁を絞る。
絞った果汁とはちみつ、炭酸水を混ぜあわせる。
果汁を絞った青ユズの皮をおろし金ですりおろし、お好みの
量を入れる。

［１］
［２］
［３］

作り方

青ユズ １～２個
油揚げ １枚
ゆでうどん ２人分
<つゆ>
だし ４カップ 
みりん 大さじ１/２
しょうゆ 少々
塩 小さじ２/３～１

材料（２人分）
ユズ果汁 大さじ１
はちみつ 大さじ１
炭酸水 150㎖
青ユズ皮 適量

材料（２人分）

ユズを入れるだけで
とっても爽やかに ！

　

８
月
上
旬
に
、
ユ
ズ
農
家
の
千
光
士

尚
史
さ
ん
の
圃
場
で
青
ユ
ズ
収
穫
の
撮

影
に
協
力
し
ま
し
た
！  

撮
影
に
は
、
テ

レ
ビ
局
や
新
聞
社
な
ど
６
社
の
方
が
来

て
く
だ
さ
り
、
青
ユ
ズ
を
使
っ
た
料
理

を
振
舞
い
ま
し
た
。
試
食
・
試
飲
を
し

た
関
係
者
の
方
か
ら
は
「
お
い
し
い
！  

お
か
わ
り
下
さ
い
！
」
と
、
ど
れ
も
大

好
評
♪  

青
ユ
ズ
の
お
ろ
し
た
皮
や
果

汁
を
、
料
理
や
ド
リ
ン
ク
に
添
え
る
だ

け
で
、
い
つ
も
の
味
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
よ
〜
☆  

下
記
の
レ
シ
ピ
は

撮
影
の
際
に
提
供
し
た
青
ユ
ズ
の
料
理

で
す
。
ご
家
庭
で
青
ユ
ズ
を
使
っ
て
ア
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。    

（
恒
石
）


